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こうした状況をふまえて，秋田茂・桃木至朗は
『グローバルヒストリーと帝国』の中で，グローバ
ル・ヒストリーを次のように定義している。
グローバルヒストリーとは，地球的規模での世界
の諸地域や各人間集団の相互連関を通じて，新たな
世界史を構築しようとする試みであり，近年，「社会
史」や「国民国家批判」と並んで，世界中の学界で
最も注目を浴びている歴史のとらえ方である。
そして，次のように説明している。
とりわけ歴史学界の外部における，外交と国際政
治，経済や環境など現代のグローバルな諸問題を考
える動きに与えたインパクトは大きい。研究方法の
背後にあるメタレベルの世界認識に目を移して，た
とえば社会史が一九世紀的な「政治」と「文化」を
基軸とした歴史認識への違和感から出発し，国民国
家批判が「言語論的転回」など啓蒙主義的認識論へ
の疑いに支えられているとすれば，グローバルヒス
トリーの世界観は「分割可能で互いに独立した個が
まず存在し，それが集まって全体ができる」という
物質観もしくは存在論でなく，最初から素粒子が存
在する「場」やそこに働く「力」を問題にするとい
う，物質界への量子力学的な認識と並行すると言っ
てよいだろう。
では，グローバル・ヒストリーにはどのような特
徴があるのだろうか。水島司『グローバル・ヒスト
リー入門』では次のように述べられている。
①あつかう時間の長さ
これまでであれば考古学の範囲であった有史以前
の人類の誕生から現在までをあつかうことはもとよ
り，場合によっては宇宙の誕生までもが対象に含ま
れる
②対象となるテーマの幅広さ，空間の広さ
従来の歴史研究ではほとんどあつかわれることの
なかった分野に対象が拡大し，歴史変動におけるそ
れらのはたした役割の重要性に目を開かされること
になる。また，対象空間も，ユーラシア大陸やイン
ド洋世界というように，陸域，海域全体の構造や
動きを問題とすることが多い。一国史と呼ばれるよ
うな一つの国に限定された分析で終始することはな
く，たとえ小さな地域を事例として取り上げたとし
ても，より広域の諸関係のなかに事例をいちづける
ということが意図される。
③従来の歴史記述の中心にあったヨーロッパ世界
の相対化，あるいはヨーロッパが主導的役割をはた
した近代以降の歴史の相対化である。そこでは，し
ばしばヨーロッパの歴史的役割や先進性の意味が再
検討され，それとの対比で，従来重視されてこな
かった非ヨーロッパ世界の歴史や，そこでの歴史発
展のあり方が重視される。
④たんなる地域比較で終わるのではなく，異なる
諸地域間の相互連関，相互の影響が重視される点で
ある。例えば，あるモノや制度が，ある地域でどの
ように生み出されどのような役割をはたしたかとい
うことだけではなく，それらをつうじて諸地域が相
互にどのような連関した歴史的動きを示したかとい
う点が重視される。
⑤あつかわれている対象，テーマが，従来の歴史
学ではほとんど取り扱われてこなかったものが多く，
歴史学に新たな視覚をもたらすものであることであ
る。従来，戦争や政治，経済活動，宗教，文化など
がおもなテーマであったのにたいして，疫病，環境，
人口，生活水準など，われわれの日常に近い，しか
し社会全体や歴史変動のあり方全般にかんする重要
な問題が新たに取り込まれている。
そして，水島は先ほどの「グローバル・ヒスト
リー研究の挑戦」で，グローバル・ヒストリーの具
体的な領域・研究として，①世界システム論，②人
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